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自
家
成
立
の 

　
根
源
は
和
に
あ
り 

秩
序
の
根
源
は 

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り 
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動 

宗教 
法人 寶 生 教 大 阪 本 部  

１０  月  号 

三 五 七 

詣 

申込み 
　　　受付 

台風17号日本海通過も影響なく 
厳粛、賑々しく挙行―秋之祖先霊大祭 
ご教話「過去から未来に継ぐ私達の生命」」 

自
然
界
の
理
を
守
る 

ご教話  

月並祭 
（９月１日） 

ご
教
話
の
本
部
長
様 

祖
霊
殿
に
は
種
々
の
お
供
物 

参
拝
者
各
々
、
玉
串
奉
奠 

玄
関
先
に
は
名
物「
焼
と
り
」も
。 

　
　
　
　
中
庭
も
大
賑
わ
い
↓ 

修
行
殿
内
で
は 

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
映
像
と
。 

 

当
教
会
が「
ユ
メ
会
場
」と
な
っ
て
今
年
も 

　
　『
に
し
恋
マ
ル
シ
ェ
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い 

「
お
守
り
・
お
み
く
じ
」 

 

教
会
か
ら
も 

　
　
　
参
加 

常
葉
会
・
若
葉
会
設
立
の
経
緯
、

諸
先
輩
方
の
取
り
組
み
な
ど
、

貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
現
役
一
同
大
変
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

　
余
興
は
現
役
一
同
に
よ
る
昭

和
・
平
成
の
ヒ
ッ
ト
曲
ダ
ン
ス

メ
ド
レ
ー
。
色
と
り
ど
り
の
衣

装
に
身
を
包
み
、
懐
か
し
の
名

曲
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
宴
も
た
け
な
わ
、
興
奮
未
だ

冷
め
や
ら
ぬ
中
、
養
老
教
会
長
、

古
川
修
康
様
の
万
歳
三
唱
に
よ

り
、
祝
賀
会
は
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。 

　
会
場
外
で
は
、
本
部
長
様
ご

同
伴
の
も
と
、
現
役
一
同
に
て

ご
参
会
の
教
信
徒
お
一
人
お
ひ

と
り
を
お
見
送
り
。
感
謝
の
意

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

　
権
現
家
の
皆
様
の
熱
き
ご
指

導
と
諸
先
輩
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
現
役
一
同
さ
ら

な
る
信
仰
と
奉
仕
に
励
み
、
寶

生
教
の
益
々
の
教
勢
拡
充
と
、

権
現
家
ご
一
同
様
の
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
青
年
部
部
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
田
浩
暢 

　
九
月
十
五
日（
日
）、
七
回
目

を
迎
え
る
大
阪
市
西
区
の
町
お

こ
し
イ
ベ
ン
ト
「
に
し
恋
マ
ル

シ
ェ
」
が
、
本
部
境
内
に
於
い

て
賑
々
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
も
、
本
部
教
会
境
内
と

近
隣
公
園
が
会
場
と
な
り
、「
寶

生
教
」
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
等

が
区
役
所
内
、
町
会
看
板
や
近

隣
店
舗
に
掲
出
さ
れ
、
公
共
の

ラ
ジ
オ
番
組
で
も
「
寶
生
教
」

の
名
が
流
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
同
様
、
本
部
教
会
の
お

膝
元
「
堀
江
」
の
地
と
歴
史
的

に
所
縁
の
深
い
高
知
県
本
山
町

汗
見
川
地
区
よ
り
、
そ
の
魅
力

を
伝
え
に
、
は
る
ば
る
お
越
し

下
さ
い
ま
し
た
。 

　
修
行
殿
前
の
中
庭
に
は
、
高

知
県
の
物
産
品
や
、
堀
江
の
有

名
ス
イ
ー
ツ
、
又
、
納
涼
会
に

引
き
続
き
、
西
高
校
商
業
科
の

学
生
さ
ん
が
お
菓
子
を
販
売
。 

　
修
行
殿
で
は
、
親
子
で
楽
し

め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
子
育

て
に
役
立
つ
グ
ッ
ズ
販
売
、
汗

見
川
地
区
の
魅
力
を
紹
介
し
た

Ｐ
Ｒ
映
像
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
又
、
本
部
青
年
部
は
ス
ー
パ

ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
出
店
し
、

多
く
の
子
供
さ
ん
達
に
も
お
楽

し
み
い
た
だ
き
、
場
内
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
前
日
、
当
日
早
朝
よ
り
の
準

備
に
、
会
場
整
理
、
片
付
け
に

到
る
ま
で
、
ご
奉
仕
下
さ
い
ま
し
た
役
員
、
有
志
の
皆
様
、
又

ご
来
場
頂
き
盛
り
上
げ
て
下
さ

い
ま
し
た
信
徒
の
皆
様
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
八
月
二
十
四
日
は
寶
生
教
大

阪
本
部
青
年
部
発
足
七
十
年
・

常
葉
会
・
若
葉
会
設
立
五
十
周

年
記
念
祝
賀
会
を
執
り
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
七
十
年
の
長
い
歴
史
は
、
諸

先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ

た
大
き
な
功
績
で
す
。 

　「
温
故
知
新
」、
故
き
を
温
ね

て
新
し
き
を
知
る
。 

　
教
会
青
年
部
が
若
者
に
と
っ

て
勉
強
の
機
会
で
あ
り
、
人
生

を
歩
ん
で
い
く
上
で
、
又
、
信

仰
を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

上
で
、
有
益
な
組
織
で
あ
る
様

に
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

　
私
共
の
青
年
部
は
教
え
の
寶

で
す
。 

　
若
い
方
々
の
信
仰
を
上
手
に

育
て
て
い
く
、
こ
れ
は
、
教
信

徒
全
員
の
使
命
で
も
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
今
後
と
も
温
か
く
青
年
部
を

見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
叱
咤
激

励
し
て
い
た
だ
い
て
、
皆
さ
ん

と
共
々
に
、
次
の
世
代
の
信
仰

者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。 

　
さ
て
九
月
一
日
は
「
防
災
の

日
」
で
す
。 

　
大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
関

東
大
震
災
が
起
き
、
大
変
な
被

害
が
あ
り
、
多
く
の
方
々
が
命

を
落
と
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
こ
の

日
が
「
防
災
の
日
」
と
認
定
さ

れ
ま
し
た
。 

　
秋
分
の
日
、
寶
生
教
大
阪
本

部
の
秋
之
祖
先
霊
大
祭
に
よ
う

こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。 

　
少
し
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
、

政
治
評
論
家
の
三
宅
久
之
さ
ん

は
、
人
生
に
大
切
な
三
つ
の
も

の
は
、「
愛
妻
、
納
税
、
墓
参
り
」

と
常
々
仰
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

　
云
う
ま
で
も
な
く
今
日
は
、

各
家
の
御
祖
先
方
に
日
々
の
御

守
護
に
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
れ

か
ら
の
将
来
に
対
す
る
更
な
る

御
守
護
、
御
祖
先
方
の
幽
界
で

の
弥
栄
を
共
々
に
祈
願
す
る
大

切
な
お
祭
り
の
日
で
す
。 

　
私
達
の
信
仰
す
る
神
道
で
は
、

人
は
亡
く
な
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ

の
氏
名
、
家
の
守
り
神
と
な
り

ま
す
。 

　
今
日
、
皆
さ
ん
が
心
を
込
め

て
上
げ
ら
れ
た
祝
詞
、
玉
串
、

神
饌
、
幣
帛
の
一
つ
一
つ
が
御

祖
先
方
の
幽
界
で
の
活
動
の
活

力
と
な
る
の
で
す
。 

　
そ
う
考
え
ま
す
と
ま
ず
は
、

い
つ
も
御
守
護
下
さ
る
御
祖
先

方
の
為
に
も
、
一
人
で
も
御
家

族
皆
さ
ん
で
参
列
し
て
頂
い
た

方
が
良
い
と
云
う
事
が
理
解
頂

け
る
で
し
ょ
う
。 

　
祀
る
べ
き
御
祖
先
が
居
ら
れ

る
、
次
の
世
代
を
嗣
い
で
く
れ

る
子
供
達
が
居
て
く
れ
る
。 

　
こ
れ
ほ
ど
幸
せ
な
事
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
。 

　
巷
で
は
、
樹
木
葬
と
か
、
ペ

ッ
ト
と
共
に
お
墓
に
入
る
だ
と

か
、
訳
の
分
か
ら
な
い
個
人
葬

を
し
き
り
と
勧
め
る
霊
園
や
、

そ
れ
に
類
す
る
業
者
が
勧
め
て

い
ま
す
が
、
賢
明
な
教
信
徒
の

皆
さ
ん
は
、
決
し
て
惑
わ
さ
れ

な
い
で
下
さ
い
。 

　
私
達
一
人
一
人
が
尊
い
神
の

分
霊
な
の
で
す
。 

　
私
達
の
生
命
は
、
人
と
し
て

の
生
命
を
次
の
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
為
に
、
今
こ
の
瞬
間
を

懸
命
に
生
き
る
為
に
こ
そ
あ
る

の
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
生
命
と
、
こ
れ

か
ら
の
生
命
、
そ
れ
ら
を
つ
な

い
で
い
る
の
が
今
を
生
き
る
私

達
の
生
命
で
す
。 

　
は
る
か
昔
、
神
代
の
時
代
か

ら
連
綿
と
続
く
こ
れ
ら
の
生
命

の
連
鎖
を
肌
で
感
じ
る
機
会
が

祖
先
祭
な
の
で
す
。 

　
果
た
し
て
前
述
の
、
祖
先
と

の
縁
を
切
っ
て
し
ま
う
様
な
弔

い
が
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
常
々
申
し
て
お
り
ま
す
様
に
、

生
命
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
、

御
祖
先
の
積
ま
れ
た
徳
を
後
世

に
受
け
渡
す
、
又
、
幽
界
で
の

御
祖
先
の
活
力
を
養
う
事
が
祖

先
祭
の
目
的
で
す
。 

　
ど
う
ぞ
、
各
家
々
の
御
祖
先

を
大
切
に
お
守
り
に
な
り
、
大

い
に
御
守
護
を
受
け
ら
れ
、
教

信
徒
皆
様
の
氏
名
の
弥
栄
、
自

家
成
立
、
お
一
人
一
人
の
更
な

る
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
本
日
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。 

　
又
、
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た

が
、
数
日
来
御
奉
仕
頂
き
ま
し

た
、
役
員
、
有
志
の
皆
様
へ
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

教
　
会
　
行
　
事 

十
月
　
一
日（
火
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
　
六
日（
日
）　
御
本
宮
秋
之
大
祭
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
八
日（
火
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
　
九
日（
水
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
十
二
日（
土
）　
大
祭
準
備
　
　
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
十
三
日（
日
）　
秋
之
例
大
祭
　
　
　
　
午
前
十
時
半 

　
　
二
十
日（
日
）　
養
老
教
会
秋
之
大
祭
　
午
前
十
時
半 

　
　
二
五
日（
金
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
二
七
日（
日
）　
名
古
屋
地
区
敬
和
会 

十
一
月
一
日（
金
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
　
三
日（
祝
）　
西
播
教
会
秋
之
大
祭
　
午
前
十
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　（
開
教
会
八
十
五
周
年
記
念
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
月
並
祭
　
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
八
日（
金
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
　
九
日（
土
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
三
歳
・
五
歳
・
七
歳
を
無
事

に
迎
え
ら
れ
た
喜
び
を
大
神
様

に
感
謝
し
、
可
愛
い
お
子
さ
ん

の
健
や
か
な
成
長
と
幸
せ
を
祈

る
、
七
五
三
参
り
。 

　
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
ご
参

拝
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
記 

　
十
一
月
十
日（
日
曜
日
） 

　
　
　
午
前
十
一
時
　
執
行 

※
七
五
三
詣
お
申
込
み
は
、
教

会
事
務
所
へ
、
十
一
月
一
日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

か
く
り
ょ 

わ
け
み
た
ま 



（３） １０月号 ほ　　う　　せ　　い １０月号  （２） ほ　　う　　せ　　い （４８８号） （４８８号） 

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り 

令和元年１０月１日 令和元年１０月１日 

青年部発足70年，常葉会・若葉会設立50周年 
記念報告祭　並びに　祝賀会　盛大に開催 
―支部教会長様に諸先輩方も多数― （8月24日） 

ご
祝
辞
の
本
部
長
様 

現
役
実
行
委
員
に
よ
る 

　
　
会
場
を
沸
か
す
余
興 

スクリーンには懐かしい歴史的写真 青年部長に激励の握手を送る木本名誉総代 

鮫島副部長のインタビューに応える小田井名誉総代↑ 

天井のすすも掃い落します。 

本部教会で報告祭後，参拝者一同で記念写真。 

青
年
部
長
、岸
田
氏
の
開
会
の
辞 

「
温
故
知
新
」 

 

　
　
―
当
教
会
も
公
共
性
が
増
す
― 

ご教話  

教祖祭  
（９月９日） 

酷
暑
の
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
―
教
会
夏
の
大
掃
除
― 

　
平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
き
、
大

阪
本
部
関
係
の
方
も
大
変
大
き

な
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

お
蔭
様
で
人
的
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
は
、
お
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま

し
た
。 

　
特
に
地
震
は
、
避
け
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

そ
う
い
う
不
測
の
事
態
に
備
え

て
お
き
、
自
分
の
命
を
自
分
で

守
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。 

　
天
災
と
は
少
し
話
が
変
わ
り

ま
す
が
「
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
」
の
本
社
に
火
が
放
た
れ
多

く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。 

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
、
遺

族
の
悲
し
み
は
あ
ま
り
に
も
大

き
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
そ
う
い
っ
た
事
件
、
事
故
の
、

被
害
に
遭
わ
れ
る
方
、
又
、
命

を
落
と
さ
れ
る
方
に
は
何
ら
か

の
巡
り
合
わ
せ
が
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

　
そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
が
名
前
や
家
相
な
の
で
す
。 

　
な
ぜ
、
名
前
や
家
相
な
ど
の

影
響
を
受
け
る
の
か
と
言
い
ま

す
と
、
私
達
人
間
は
、
こ
の
自

然
界
で
生
か
さ
れ
て
い
る
一
つ

の
命
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。 

　
自
然
界
の
気
の
巡
り
の
影
響

を
受
け
て
し
ま
う
の
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
っ
か

り
と
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か

な
い
と
せ
っ
か
く
新
し
い
お
家

を
建
て
た
の
に
な
ん
だ
か
調
子

が
悪
い
な
、
子
供
の
た
め
に
選

ん
だ
名
前
が
思
い
が
け
ず
難
し

い
運
命
を
背
負
わ
す
と
云
う
こ

と
も
起
こ
り
得
る
の
で
す
。 

　
姓
名
学
や
家
相
学
は
一
つ
の

統
計
学
で
す
。 

　
私
共
の
寶
生
教
で
は
そ
れ
ら

の
過
去
の
知
識
に
加
え
、
大
神

様
に
そ
れ
ぞ
れ
相
談
さ
れ
た
方
々

が
幸
せ
な
人
生
を
送
れ
る
か
を

ご
神
宣
し
て
、
更
に
大
神
様
の

祝
福
を
そ
え
て
名
前
や
家
相
を

お
答
え
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

　
神
々
の
教
え
を
忠
実
に
守
る
。

だ
か
ら
そ
こ
に
守
護
が
生
ま
れ

る
の
で
す
。 

　
神
道
の
基
本
は
神
を
敬
い
、

祖
先
を
敬
い
、
自
然
を
共
生

す
る
。 

　
そ
し
て
、
日
本
文
化
や
日
本

人
の
大
切
さ
を
守
る
こ
と
で
す
。 

　
そ
の
さ
ら
に
次
の
次
元
が
、

神
宣
・
神
託
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
霊
感
霊
動
を
頂
き
、
神
様

と
直
接
繋
が
る
事
が
出
来
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

　
や
は
り
、
基
本
を
押
さ
え
て

お
か
な
け
れ
ば
、
応
用
は
利
か

な
い
も
の
で
す
。 

　
で
す
か
ら
、
い
つ
も
信
仰
の

基
本
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

　
九
月
の
秋
分
の
日
に
は
私
達

の
大
切
な
御
祖
先
の
御
霊
大
祭

が
ご
ざ
い
ま
す
。
祖
先
祭
は
、

御
祖
先
の
た
め
だ
け
に
行
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
今
を
生
き
て
い
く
私
達
の
た

め
、
次
の
世
代
を
生
き
て
い
く

子
供
、
孫
達
に
命
を
繋
い
で
い

く
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
御
祖
先
の
お
徳
を
大

い
に
受
け
て
頂
き
、
共
々
に
自

家
成
立
繁
栄
に
励
ん
で
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
連
日
の
酷
暑
も
和
ら
ぎ
、
朝

夕
涼
し
く
も
な
り
始
め
た
、
八

月
二
十
五
日（
日
）、
恒
例
の
夏

の
大
掃
除
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
午
前
九
時
の
朝
拝
後
、
御
本

殿
、
修
行
殿
に
、
教
務
所
や
手

水
舎
と
各
所
に
分
か
れ
掃
除
。

夏
の
間
に
育
っ
た
、
御
尊
像
や

庭
周
り
の
草
引
き
も
。 

　
例
年
よ
り
気
温
は
低
く
感
じ

る
も
の
の
、
熱
中
症
対
策
の
水

分
補
給
は
忘
れ
ず
に
、
テ
キ
パ

キ
と
怪
我
な
く
進
み
、
予
定
通

り
午
前
中
に
終
了
。
正
午
、
昼

食
を
頂
き
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

　
大
勢
の
皆
様
の
ご
奉
仕
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
九
月
十
五
日
に
は
、「
に
し
恋

マ
ル
シ
ェ
」
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
西
区
堀
江
の
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
、
堀
江
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
々
が
仲
睦
ま
じ
く
接

し
て
い
け
る
地
域
に
し
て
い
く

目
的
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
堀
江
内
で
三
カ
所
の
会
場
に

分
け
、
寶
生
教
の
境
内
も
会
場

と
な
り
、
今
年
で
七
回
目
と
な

り
ま
す
。 

　
今
年
は
、
西
区
選
出
衆
議
院

議
員
大
西
宏
幸
先
生
よ
り
、「
寶

生
教
境
内
の
ユ
メ
会
場
に
お
き

ま
し
て
、
に
し
恋
マ
ル
シ
ェ
第

七
回
の
ご
開
催
に
あ
た
り
、
御

尽
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。 

　
堀
江
の
町
が
マ
ル
シ
ェ
と
ア

ー
ト
で
一
つ
に
な
る
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
を
楽
し
ま
れ
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
笑
顔
錺
れ
る
ひ
と

時
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

　
御
参
集
皆
様
の
御
健
勝
御
多

幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
衆
議
院
議
員
大
西
宏
幸
」
と

い
う
祝
辞
を
初
め
て
頂
き
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
と

申
し
ま
す
と
、
議
員
の
方
々
は

人
の
集
ま
る
公
の
場
等
に
は
、

こ
の
よ
う
な
祝
辞
を
送
っ
て
下

さ
い
ま
す
。
寶
生
教
で
行
わ
れ

る
マ
ル
シ
ェ
、
又
、
私
共
の
寶

生
教
が
よ
う
や
く
公
益
性
、
公

共
性
を
持
ち
得
て
き
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。 

　
従
来
教
会
は
信
徒
さ
ん
の
為

に
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
信
仰
の
賜
物
で
あ
り
、

先
輩
方
が
残
し
て
頂
き
ま
し
た

教
会
の
姿
が
、
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
は
、
寶
生
教
は
地
域
の

為
に
も
大
変
大
き
く
貢
献
し
て

く
れ
る
と
い
う
認
識
を
得
る
事

が
出
来
た
結
果
だ
と
大
変
嬉
し

く
思
う
次
第
で
す
。 

　
九
月
二
十
三
日
は
秋
季
祖
先

大
祭
で
す
。 

　
人
間
の
魂
は
、
神
の
分
霊
で

す
。
だ
か
ら
、
人
間
と
し
て
命

を
頂
き
寿
命
を
全
う
し
、
そ
の

後
亡
く
な
り
百
年
後
再
び
神
の

列
に
還
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
だ
か
ら
、
日
本
は
祖
先
祭

を
行
う
の
で
す
。 

　
こ
の
様
に
、
日
本
人
が
古
く

か
ら
言
い
伝
え
て
き
た
、
目
に

は
見
え
な
い
知
識
や
知
恵
の
集

ま
り
が
、
私
達
が
信
仰
し
て
い

る
神
道
な
の
で
す
。 

　
神
道
を
信
仰
す
る
、
又
、
寶

生
教
を
信
仰
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
決
し
て
自
分
自
身
の
為
だ

け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

　
信
仰
す
る
こ
と
で
、
巡
り
巡

り
多
く
の
方
々
の
人
助
け
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
そ

し
て
そ
こ
に
徳
が
生
ま
れ
る
の

で
す
。 

　
最
後
に
一
つ
明
治
天
皇
の
御

製
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　
い
に
し
へ
の 

　
　
　
人
の
い
ひ
て
し 

　
　
　
　
　
か
ね
ご
と
を 

　
　
　
お
も
ひ
ぞ
い
づ
る 

　
　
　
　
　
を
り
に
ふ
れ
て
は 

　
昔
の
人
の
言
い
伝
え
て
き
た

「
予
言
」
が
様
々
な
時
に
思
い

出
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
言
い
伝

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
疎
か
に

し
て
は
い
け
な
い
。
と
い
う
教

訓
の
御
製
か
と
理
解
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

　
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
て

い
る
こ
と
を
教
訓
に
し
、
故
き

を
温
ね
て
新
し
い
も
の
を
生
み

だ
し
て
い
く
こ
と
に
、
将
来
へ

の
歩
む
活
力
が
生
ま
れ
る
か
と

存
じ
ま
す
。 

　
暑
さ
和
ら
ぐ
穏
や
か
な
空
の

下
、
大
阪
本
部
青
年
部
発
足
七

十
年
、
常
葉
会
・
若
葉
会
設
立

五
十
周
年
祝
賀
報
告
祭
を
、
本

部
長
様
祭
主
の
も
と
、
八
月
二

十
四
日
、
厳
粛
に
斎
行
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
教
父
様
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、

西
播
、
養
老
両
教
会
長
様
ご
夫

妻
、
権
現
家
ご
家
族
様
、
ご
親

族
様
、
多
く
の
教
信
徒
の
皆
様

の
ご
参
列
の
も
と
、
ご
丁
重
な

る
祝
詞
を
賜
り
ま
し
た
。 

　
本
部
長
様
の
玉
串
奉
奠
に
参

列
者
一
同
心
を
一
つ
に
列
拝
。

節
目
の
佳
き
日
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
へ
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、

益
々
の
発
展
を
祈
願
い
た
し
ま

し
た
。 

　
祭
典
終
了
後
、
名
古
屋
敬
和

会
副
代
表
、
闍
木
直
治
様
の
ご

奉
仕
に
よ
り
、
本
殿
広
間
に
て

記
念
集
合
写
真
を
撮
影
。
大
神

様
と
と
も
に
皆
様
晴
れ
や
か
な

表
情
で
撮
影
を
終
え
、
祝
賀
会

会
場
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

へ
席
を
移
し
ま
し
た
。 

　
会
場
と
な
っ
た
桂
の
間
に
は
、

所
狭
し
と
円
卓
が
並
び
、
前
方

舞
台
に
は
、 

　「
寶
生
教
大
阪
本
部
青
年
部 

　
発
足
七
十
年 

　
常
葉
会
・
若
葉
会 

　
設
立
五
十
周
年 

　
　
　
　
　
　
記
念
祝
賀
会
」 

の
舞
台
看
板
。 

　
開
会
ま
で
の
お
時
間
は
、
皆

様
お
配
り
し
た
記
念
誌
を
手
に

さ
れ
、
本
部
長
様
を
は
じ
め
、

岸
田
総
代
、
木
本
名
誉
総
代
か

ら
頂
戴
し
ま
し
た
ご
祝
辞
に
目

を
通
さ
れ
ま
し
た
。 

　
青
年
部
副
部
長
鮫
島
典
子
の

司
会
に
て
、
祝
賀
会
が
開
会
。

は
じ
め
に
、
青
年
部
部
長
岸
田

浩
暢
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、
大

阪
本
部
長
様
、
教
父
様
よ
り
、

ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。 

　
西
播
教
会
長
、
山
本
能
庸
様

の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
祝
宴

が
ス
タ
ー
ト
。
ホ
テ
ル
自
慢
の

料
理
が
並
ぶ
円
卓
を
囲
み
、
皆

様
若
か
り
し
頃
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　
し
ば
し
の
歓
談
の
後
、
青
年

部
の
七
十
年
の
歩
み
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
。

懐
か
し
い
写
真
の
数
々
に
、
会

場
に
は
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま

し
た
。 

　
皆
様
に
青
年
部
役
員
当
時
の

活
動
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
、
歴
代
の
部
長

ご
経
験
の
諸
先
輩
方
に
、
当
時

の
様
子
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。 

　
青
年
部
発
足
当
時
の
様
子
や 

か
ね
ご
と 

わ
け
み
た
ま 
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